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１
、
宮
古
島
戦
後
文
学
史
概
説
―
仲
宗
根
将
二
の
仕
事

宮
古
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
文
芸
雑
誌
に
『
宮
古
島
文
学
』
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
、
そ
の
第
二
号
に
仲
宗
根
将
二
は
「
戦
後
初
期
宮
古
の
文
芸
活
動
～
「
文
化
立
島
」
を
目
指
し

た
若
も
の
た
ち
～
」
と
題
し
た
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
第
三
号
に
は
仲
宗
根
の
論
考
が
見
ら
れ
ず
、
飛
ん
で
第
四
号
に
「
戦
後
宮
古

の
文
芸
活
動
（
３
）
～
激
動
の
一
九
六
〇
年
代
を
へ
て
～
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
四
号
の
数
字
（
３
）
は
、
番
号
の
ふ
り
違
い
で

は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
（
３
）
は
、
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
の
続
き
と
し
て
振
ら
れ
た
番
号
だ
ろ
う
が
、
（
２
）
の
数
字
が
見

当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
第
二
号
の
論
考
は
（
１
）
（
２
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
五
号
に
は
「
戦
後
宮
古
の

文
芸
活
動
（
４
）
平
良
好
児
と
『
郷
土
文
学
』
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

仲
宗
根
の
論
考
は
、
そ
れ
で
完
結
し
て
い
る
。
宮
古
の
戦
後
文
学
の
動
向
は
、
少
な
く
と
も
『
郷
土
文
学
』
の
終
刊
時
ま
で
は
、
こ

れ
で
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

仲
宗
根
の
仕
事
は
、
宮
古
の
戦
後
文
学
史
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
『
宮
古
島
文
学
』
に
連
載
し
た
論
考
を
中
心
に
、
彼
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

仲
宗
根
は
、
一
九
七
九
年
十
一
月
『
郷
土
文
学
』
第
二
十
五
号
に
「
戦
後
初
期
の
文
芸
活
動
―
本
村
武
史
の
あ
ゆ
み
を
と
お
し
て
ー
」

と
題
し
た
論
考
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
八
三
年
か
ら
は
七
月
発
行
『
八
重
干
瀬
』
第
三
号
に
「
戦
後
宮
古
の
文
芸
運
動
（
上
）
」
、

第
四
号
（
一
九
八
三
年
十
二
月
）
に
は
「
戦
後
宮
古
の
文
芸
運
動
に
つ
い
て
（
下
）
」
、
一
九
八
四
年
十
一
月
発
行
第
五
号
『
八
重
干
瀬
』

宮
古
戦
後
文
学
史
と
小
説
「
阿
母
島
」

仲　　

程　　

昌　　

徳



-2-

に
「
本
村
武
史
の
時
代
小
説
素
描
」
、
一
九
八
八
年
三
月
、
第
八
号
に
「
戦
後
初
の
雑
誌
『
文
化
創
造
』
」
、
一
九
八
八
年
十
二
月
第
九

号
に
「
戦
後
宮
古
二
番
目
の
文
芸
誌
・
文
芸
旬
刊
」
、
一
九
八
九
年
十
一
月
、
第
十
号
に
「
民
政
府
主
唱
で
創
刊
し
た
総
合
雑
誌
『
宮

古
文
化
』
」
を
発
表
し
て
い
た
。

ま
た
、
出
版
物
一
般
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
五
年
三
月
刊
行
さ
れ
た
『
平
良
市
史
』
第
六
巻
資
料
編
4
に
「
出
版
物
に
関
す
る
資
料

（
解
題
）
」
を
執
筆
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
宮
古
の
戦
後
の
表
現
活
動
に
つ
い
て
精
力
的
に
調
査
し
、
ま
と
め
て
い
た
。

『
郷
土
文
学
』
そ
し
て
『
八
重
干
瀬
』
と
い
っ
た
雑
誌
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
宮
古
の
戦
後
文
学
に
関

す
る
論
考
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
『
八
重
干
瀬
』
を
中
心
に
発
表
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
前
後
に
な
る
と
『
宮
古
島
文
学
』
を
拠
点
に

し
て
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

仲
宗
根
は
、
宮
古
に
お
け
る
文
芸
活
動
に
関
す
る
論
考
の
集
成
を
、
『
宮
古
島
文
学
』
で
目
指
し
た
と
い
っ
て
い
い
し
、
『
宮
古
島
文

学
』
の
論
考
を
仲
宗
根
の
戦
後
宮
古
文
学
研
究
の
総
決
算
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
は
、『
宮
古
島
文
学
』
の
各
号
に
発
表
し
た
論
考
の
「
付
記
」
を
見
て
も
わ
か
る
。
例
え
ば
第
二
号
に
発
表
し
た
論
考
の
「
付
記
」

に
は
「
本
稿
は
二
〇
〇
七
年
四
月
六
日
～
七
月
六
日
ま
で
の
十
回
『
宮
古
毎
日
新
聞
』
文
化
欄
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

四
号
の
「
付
記
」
で
は
「
本
稿
は
、
宮
古
文
学
同
人
の
要
請
で
『
八
重
干
瀬
』
三
号
（
一
九
八
三
・
七
）
、
第
四
号
（
一
九
八
三
・
十
二
）

の
上
・
下
二
回
に
わ
た
っ
て
『
戦
後
宮
古
の
文
芸
運
動
』
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
た
。
同
じ
く
、
第
五
号
で

は
「
は
じ
め
に
」
で
「
本
稿
は
好
児
主
宰
の
『
郷
土
文
学
』
に
つ
い
て
、
そ
の
節
目
ご
と
に
請
わ
れ
る
ま
ま
に
執
筆
し
た
小
論
の
集
成

で
あ
る
」
と
書
い
て
い
た
。

仲
宗
根
の
宮
古
の
文
芸
雑
誌
研
究
と
い
っ
て
も
い
い
か
と
思
う
が
、
そ
れ
が
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
細
か
い
い
き
さ

つ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
を
ま
た
な
い
と
い
け
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
仲
宗
根
の
地
道
な
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
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宮
古
の
戦
後
文
学
の
歩
み
が
、
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
宮
古
の
戦
後
文
学
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
、
仲
宗
根
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
『
八

重
干
瀬
』
と
「
文
化
活
動
」
」
（
『
郷
土
文
学
』
第
47
号
、
一
九
八
五
・
五
）
、
「
高
揚
期
を
迎
え
る
文
学
風
土
」
（
『
新
沖
縄
文
学
』
61
、

一
九
八
四
・
九
）
、「
文
学
主
体
を
ど
こ
に
お
く
か
」
（
『
八
重
干
瀬
』
第
10
号
、
一
九
八
九
、
十
一
）
や
「
出
版
物
に
関
す
る
資
料
」
で
「
雑

誌
」
の
部
を
担
当
し
て
い
る
宮
川
耕
次
、
「
戦
後
の
文
化
活
動
と
現
状
」
（
『
新
沖
縄
文
学
』
61
号
、
一
九
八
四
・
九
）
の
論
考
が
あ
る
砂

川
幸
夫
と
い
っ
た
人
た
ち
が
い
た
。

宮
川
耕
次
は
、
彼
が
活
動
し
た
『
八
重
干
瀬
』
（
一
九
八
四
・
十
一
）
第
三
号
で
「
特
集
・
戦
後
宮
古
文
学
の
歩
み
」
を
企
画
、
伊
志

嶺
亮
、
友
利
恵
勇
、
砂
川
玄
徳
の
三
人
が
出
席
、
司
会
を
編
集
部
が
担
当
し
、
座
談
会
を
行
っ
て
い
た
。
座
談
会
は
、
宮
古
で
戦
後
刊

行
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
の
歩
み
と
個
々
の
雑
誌
に
よ
っ
て
活
動
し
た
人
々
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
終
戦
直
後
か

ら
一
九
四
八
、
九
年
に
か
け
て
「
宮
古
の
第
一
次
文
芸
復
興
期
み
た
い
な
も
の
」
（
伊
志
嶺
）
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
一
九
五
六
年

ご
ろ
に
は
「
宮
古
文
壇
で
も
双
璧
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
松
原
清
吉
さ
ん
と
松
下
仁
（
吉
村
玄
徳
）
さ
ん
」
が
い
た
と
い
っ
た
こ
と
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
創
刊
号
で
は
「
宮
古
の
文
学
を
考
え
る
～
文
学
不
毛
を
乗
り
こ
え
て
～
」
を
特
集
し
て
い
た
。

特
集
や
座
談
会
は
、
宮
古
の
戦
後
文
学
史
を
充
実
さ
せ
て
い
く
大
切
な
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
仲
宗
根
の
仕
事
に
重
ね
て
い
く
こ

と
で
、
宮
古
の
戦
後
文
学
の
歩
み
が
さ
ら
に
膨
ら
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

こ
こ
で
再
度
、
仲
宗
根
の
論
考
に
よ
り
な
が
ら
、
敗
戦
後
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
の
、
宮
古
の
戦
後
文
学
の
歩
み
を
ま
と
め
て
い
く

と
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
、
三
期
に
わ
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

第
一
期
は
、
敗
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
前
後
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。

『
文
化
創
造
』
『
文
芸
旬
刊
』
『
宮
古
文
化
』
『
文
芸
』
さ
ら
に
は
『
防
犯
』
『
学
生
』
『
郷
土
研
究
』
な
ど
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
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で
あ
る
。
伊
志
嶺
が
「
宮
古
の
第
一
次
文
芸
復
興
期
み
た
い
な
も
の
」
（
伊
志
嶺
「
座
談
会
」
『
八
重
干
瀬
』
三
号
）
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
た
時
期
で
、「
戦
後
に
お
け
る
文
芸
活
動
は
、
沖
縄
本
島
や
八
重
山
よ
り
比
較
的
は
や
か
っ
た
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、「
し
か
し
、

こ
の
時
期
の
文
芸
誌
や
団
体
機
関
誌
、
新
聞
は
短
い
も
の
で
数
ケ
月
、
長
い
も
の
で
せ
い
ぜ
い
三
年
そ
こ
ら
で
あ
ら
か
た
停
刊
、
も
し

く
は
廃
刊
し
て
い
る
」
（
仲
宗
根
）
と
い
っ
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
活
躍
し
た
人
々
の
名
前
を
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
一
人
ず
つ
あ
げ
れ
ば
と
し
て
、
仲
宗
根
は
「
小
説
で
は
本
村
武
史
、
詩
で
は

克
山
滋
、
短
歌
で
は
石
原
昌
秀
、
俳
句
で
は
国
仲
穂
水
、
評
論
で
は
平
良
好
児
ら
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
」
と
し
て
い
た
。

仲
宗
根
は
、
「
戦
後
初
期
宮
古
の
文
芸
活
動
」
と
い
う
場
合
の
「
戦
後
初
期
と
は
、
一
応
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
か
ら
、
五
二
年

三
月
「
琉
球
政
府
」
発
足
前
夜
ま
で
を
想
定
し
て
い
る
」
と
い
い
、
そ
の
時
期
を
第
一
期
と
し
て
い
る
が
、
『
文
芸
』
の
創
刊
即
停
刊

「
以
後
宮
古
で
の
文
芸
活
動
は
一
定
の
停
滞
期
に
入
る
」
（
『
八
重
干
瀬
』
三
号
）
、
―
―
の
ち
「
一
定
の
沈
滞
期
に
入
っ
た
」
（
『
宮
古
島

文
学
』
）
―
―
と
「
停
滞
期
」
を
「
沈
滞
期
」
に
い
い
な
お
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
文
芸
』
が
「
停
刊
」
し
た
あ
と
は
、
一
時
、

文
学
の
空
白
期
が
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
期
は
、
『
あ
ざ
み
』
の
創
刊
さ
れ
た
一
九
五
八
年
ご
ろ
か
ら
一
九
六
六
年
『
群
』
の
活
動
停
止
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

『
群
』
の
活
動
が
終
息
し
た
一
九
六
六
年
か
ら
、
一
九
七
三
年
十
月
『
郷
土
文
学
』
が
創
刊
さ
れ
る
ま
で
の
七
年
あ
ま
り
の
期
間
、
再
度
、

文
学
活
動
の
停
滞
期
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
仲
宗
根
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
「
一
九
七
三
年
十
月
『
郷
土
文
学
』
創
刊
ま
で
の

七
年
有
半
を
、
宮
古
に
お
け
る
何
期
目
か
の
空
白
期
間
と
み
る
向
き
も
あ
る
」
が
、
俳
句
界
や
短
歌
界
さ
ら
に
は
「
エ
ッ
セ
イ
と
随
筆
」

界
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
う
と
も
い
え
な
い
、
と
し
て
い
た
。

第
二
期
の
出
発
を
告
げ
た
『
あ
ざ
み
』
の
創
刊
号
を
飾
っ
た
の
は
砂
川
玄
徳
、
大
宜
見
修
平
、
本
村
武
史
、
松
下
仁
た
ち
で
あ
る
。

創
刊
号
は
百
部
、「
広
告
主
と
読
ん
で
く
れ
そ
う
な
方
々
に
す
べ
て
配
布
、
ま
た
那
覇
に
出
た
お
り
「
当
時
早
く
も
、
沖
縄
文
学
を
リ
ー
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ド
し
て
い
た
大
城
立
裕
、
池
田
和
（
故
人
）
ら
を
た
ず
ね
て
、
批
評
を
乞
う
」
た
り
し
た
と
い
う
。
し
か
し
『
あ
ざ
み
』
は
、
「
苦
労

の
わ
り
に
は
記
憶
に
残
る
ほ
ど
の
評
価
は
う
け
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

五
七
年
に
は
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
の
初
代
専
任
宮
古
支
局
長
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
川
満
信
一
か
ら
「
手
書
き
の
詩
集
で
も
だ
そ
う
か

と
い
う
声
が
」
出
て
、
出
来
上
が
っ
た
の
が
『
カ
オ
ス
』
で
あ
っ
た
。
「
創
刊
号
と
銘
打
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
二
号
、

三
号
と
続
刊
を
想
定
し
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
「
明
け
て
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
三
月
、
川
満
大
兄
が
コ
ザ
支
局
に
転
勤
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
然
と
停
刊
し
て
し
ま
っ
た
」
（
仲
宗
根
将
二
「
詩
集
「
カ
オ
ス
」
へ
の
回
想
『
琉
球
・
島
之
宝
』
二
〇
一
四
」
）

と
い
う
。

一
九
六
一
年
に
は
『
あ
ざ
み
』
を
改
題
し
『
宮
古
文
学
』
通
巻
第
三
号
と
し
て
発
刊
。
し
か
し
三
号
雑
誌
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

一
九
六
五
年
『
群
』
創
刊
。
「
創
刊
号
は
宮
古
で
は
久
し
ぶ
り
の
文
芸
誌
と
あ
っ
て
か
、
好
評
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
い
く
つ
も
の

雑
誌
が
と
り
あ
げ
て
く
れ
た
な
か
で
『
人
民
』
（204

号
、1966

・
1
）
は
「
こ
の
同
人
誌
は
宮
古
の
農
民
闘
争
に
取
材
し
た
抑
圧
さ

れ
た
島
の
人
び
と
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作
、
小
説
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
戯
曲
な
ど
で
う
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
び
な
や
ん
で

い
た
文
学
創
作
活
動
の
突
破
口
を
き
り
ひ
ら
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
好
意
的
な
評
を
出
し
て
い
た
と
紹
介
し
て
い

る
。し

か
し
そ
の
『
群
』
も
、
翌
六
六
年
第
二
号
を
出
し
た
あ
と
活
動
停
止
。
文
芸
活
動
は
ま
た
も
や
「
空
白
」
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
期
は
、
一
九
七
三
年
十
月
『
郷
土
文
学
』
の
創
刊
か
ら
一
九
九
六
年
終
刊
を
迎
え
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
宮
古

の
文
芸
活
動
は
「
『
郷
土
文
学
』
と
『
八
重
干
瀬
』
に
代
表
さ
れ
て
展
開
し
て
」
い
く
こ
と
に
な
る
。

『
郷
土
文
学
』
は
、
第
二
十
一
号
で
「
五
周
年
目
を
迎
え
た
郷
土
文
学
＝
土
着
の
叙
情
の
開
花
目
指
す
」
と
し
て
活
躍
中
の
表
現
者

た
ち
か
ら
の
祝
福
の
言
葉
を
掲
載
、
第
四
十
号
で
は
「
郷
土
文
学
十
周
年
」
、
五
十
号
で
は
「
郷
土
文
学
五
十
号
に
寄
せ
て
」
、
第
六
十
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号
で
は
「
郷
土
文
学
60
号
の
軌
跡
」
、
第
八
十
号
で
は
「
郷
土
文
学
第
80
号
に
寄
せ
て
」
、
第
九
十
号
で
は
「
90
号
に
寄
せ
て
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
節
目
ご
と
に
小
特
集
を
し
て
い
た
。

三
号
雑
誌
と
い
う
い
い
か
た
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
方
で
刊
行
さ
れ
る
同
人
雑
誌
は
、
創
刊
さ
れ
て
は
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
の

が
通
常
だ
と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、『
郷
土
文
学
』は
異
例
の
号
数
を
重
ね
て
き
た
同
人
雑
誌
で
あ
っ
た
。
砂
川
玄
徳
は
「
90
号
に
よ
せ
て
」

で
、
雑
誌
を
主
宰
し
て
い
る
平
良
好
児
の
人
柄
に
ふ
れ
、
「
他
人
を
感
動
さ
せ
る
」
人
で
あ
る
と
書
い
て
い
た
。
雑
誌
を
持
続
す
る
平

良
の
志
は
、
砂
川
な
ら
ず
と
も
感
動
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
「
『
あ
ざ
み
』
『
カ
オ
ス
』
『
群
』
『
八
重
干
瀬
』
と
、
四
つ
の
同
人
誌
に

関
わ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
三
号
誌
の
憂
き
目
を
味
わ
っ
て
き
た
」
砂
川
に
は
、
と
り
わ
け
そ
う
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

平
良
好
児
は
、
「
郷
土
文
学
」
の
主
宰
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
仲
宗
根
が
い
う
よ
う
に
「
戦
後
宮
古
の
文
芸
活
動
を
語
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
」
一
人
で
あ
っ
た
。
「
文
化
創
造
」
を
生
み
出
し
、
「
郷
土
文
学
」
の
灯
を
と
も
し
続
け
て
、
「
こ
の
戦
後

三
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
る
過
程
で
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
人
は
い
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
」
と
仲
宗
根
は
い
う
。

そ
し
て
そ
の
影
響
力
の
強
さ
に
つ
い
て
触
れ
、
「
宮
国
泰
誠
、
池
村
泉
城
、
大
山
春
明
、
下
地
明
増
の
世
代
か
ら
、
伊
志
嶺
亮
や
真
栄

城
功
、
友
利
恵
勇
、
友
利
敏
子
、
友
利
昭
子
の
世
代
、
さ
ら
に
新
し
く
は
一
九
八
二
年
七
月
誕
生
し
た
『
八
重
干
瀬
』
に
拠
っ
て
歩
み

だ
し
た
宮
古
文
芸
同
人
の
宮
川
耕
次
ら
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
一
九
五
八
年
『
あ
ざ
み
』
以
来
の
砂
川
玄
徳
、

一
八
七
七
年
個
人
誌
『
宮
古
散
文
学　

土
く
れ
』
を
刊
行
し
た
小
禄
恵
良
も
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
戦
後
宮
古
で
文
芸
活
動
を
担
っ

た
者
で
、
平
良
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
者
は
い
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
た
。

仲
宗
根
は
、
戦
後
宮
古
の
文
学
活
動
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
宮
古
の
文
学
活
動
は
「
こ
の
さ
き
『
郷
土
文
学
』
と
『
八
重
干
瀬
』

に
代
表
さ
れ
て
展
開
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
『
八
重
干
瀬
』
が
終
刊
し
た
の
が
一
九
九
一
年
五
月
、『
郷
土
文
学
』

の
終
刊
し
た
の
が
一
九
九
六
年
二
月
で
あ
る
。
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『
郷
土
文
学
』
以
後
、
ど
の
よ
う
な
同
人
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
、

二
〇
〇
八
年
七
月
『
宮
古
島
文
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
で
、
宮
古
の
文
芸
活
動
が
、
再
び
燃
え
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

幾
度
か
の
高
揚
期
そ
し
て
停
滞
期
を
へ
て
、
少
な
く
と
も
四
期
目
の
活
動
期
に
あ
た
る
と
い
っ
て
い
い
現
在
、
注
目
す
べ
き
表
現
者

た
ち
が
、
宮
古
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
沖
縄
の
表
現
活
動
を
大
き
く
動
か
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

宮
古
の
戦
後
文
学
の
第
四
期
目
、
『
郷
土
文
学
』
終
刊
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
仲
宗
根
将
二
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仲
宗
根
の
文
学
史
の
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
と
も
に
歩
い
て
き
た
と
い
う
実
感
的
で
き
わ
め
て
思
い
入

れ
の
強
い
、
そ
し
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
拾
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
仲
宗
根
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ

の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

仲
宗
根
の
宮
古
の
戦
後
文
学
史
に
つ
い
て
、
も
し
、
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
の
二
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

一
つ
に
は
、
仲
宗
根
が
あ
げ
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
同
人
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
あ
と
一
つ
に
は
、

仲
宗
根
の
論
述
か
ら
も
れ
て
い
た
表
現
者
に
つ
い
て
の
論
究
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
仲
宗
根
も
つ
と
に
気
づ
い
て
い
て
、
「
戦
後
三
十
余
年
、
宮
古
に
も
少
な
く
な
い
文
人
墨
客
が
お
と
ず
れ
て

い
る
。
ま
た
宮
古
出
身
で
、
宮
古
外
で
小
説
、
評
論
、
と
り
わ
け
詩
歌
の
分
野
で
精
力
的
に
創
作
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
人
は
多
い
。

こ
れ
ら
の
人
び
と
の
動
向
が
宮
古
に
と
っ
て
無
関
係
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
の
に
、
本
稿
で
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
片
手
落
ち
の
そ
し
り
は
免
れ
ま
い
。
他
日
を
期
し
た
い
」
（
「
戦
後
宮
古
の
文
芸
活
動
～
激
動
の
一
九
六
〇
年
代
を
へ
て
～
」
『
宮

古
文
学
』
第
4
号
）
と
書
い
て
い
た
。

そ
の
よ
う
に
、
宮
古
外
で
活
動
し
て
い
た
表
現
者
た
ち
に
関
し
て
、
仲
宗
根
は
気
に
な
り
な
が
ら
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
仲
宗
根
が
気
に
し
て
い
な
が
ら
触
れ
て
な
か
っ
た
宮
古
を
離
れ
て
活
躍
し
た
宮
古
出
身
の
作
家
の
ひ
と
り
を
取
り
上
げ
て

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
仲
宗
根
の
い
う
通
り
、
宮
古
出
身
で
、
宮
古
を
離
れ
て
活
躍
し
て
い
る
表
現
者
は
多
い
し
、
「
と
り
わ
け
詩

歌
の
分
野
で
精
力
的
に
創
作
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
人
」
が
多
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
宮
古
の
文
学
の
特
質
の
よ
く
出
て
い
る
と
思
わ

れ
る
小
説
を
そ
れ
も
一
編
だ
け
と
り
あ
げ
て
、
仲
宗
根
将
二
の
宮
古
戦
後
文
学
史
の
仕
事
に
ほ
ん
の
少
し
色
ど
り
を
添
え
て
み
た
い
。

２　

譜
久
村
雅
捷
の
「
阿
母
島
」

宮
古
外
で
活
躍
し
た
宮
古
出
身
の
作
家
の
ひ
と
り
に
、
「
譜
久
村
雅
捷
創
作
集　

阿
母
島
（
あ
ん
な
じ
ま
）
」
の
著
者
譜
久
村
雅
捷
が

い
る
。

譜
久
村
は
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
、
逝
去
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
七
月
、
「
恩
師
、
先
輩
、
知
友
、
同
期
生
、
奥
さ

ん
の
協
力
を
得
て
」
（
垣
花
豊
順
「
雅
捷
兄
へ
の
最
後
の
送
り
物
」
）
「
遺
稿
集
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
、
一
九
六
八
年
か

ら
一
九
七
五
年
の
間
に
書
か
れ
た
作
品
八
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
八
編
は
い
ず
れ
も
、
宮
古
の
離
島
多
良
間
島
と
関
わ
り
の
あ
る
も

の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
作
品
で
「
遺
稿
集
」
の
題
名
と
も
な
っ
た
「
阿
母
島
」
は
、
多
良

間
島
の
近
代
史
と
関
わ
り
の
あ
る
出
来
事
を
扱
っ
て
い
た
。

作
品
は
、
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
を
踏
ま
え
て
い
た
。
譜
久
村
の
作
品
の
持
つ
魅
力
の
一
つ
は
、
多
良
間
島
の
歴
史
が
映
し
出
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
た
点
に
あ
る
が
、
作
品
は
、
も
ち
ろ
ん
、
史
実
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
史
実
は
、
作
品
の
制

作
動
機
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
阿
母
島
」
は
、
一
九
六
八
年
八
月
『
新
沖
縄
文
学
』
第
10
号
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
内
容
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
小
学
校

の
新
築
を
め
ぐ
る
物
語
で
、
「
明
治
二
十
九
年
二
月
」
の
小
学
校
校
長
の
着
任
か
ら
「
明
治
三
十
一
年
一
月
十
九
日
」
の
小
学
校
校
舎
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落
成
式
ま
で
の
二
か
年
間
の
出
来
事
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
明
治
二
十
九
年
二
月
の
あ
る
朝
」
、
多
良
間
村
長
・
佐
久
田
昌
章
は
、
上
機
嫌
で
登
庁
す
る
。
上
機
嫌
の
理
由
は
二
つ
あ
っ
て
、
そ

の
一
つ
は
、
「
小
学
校
長
が
着
任
し
た
」
こ
と
、
あ
と
の
一
つ
は
「
六
か
月
ぶ
り
に
親
類
や
友
人
の
手
紙
が
ど
っ
と
届
い
た
」
と
い
っ

た
こ
と
に
あ
る
。

小
学
校
に
は
、
こ
れ
ま
で
校
長
先
生
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
校
長
が
居
な
く
て
、
管
理
は
村
役
所
に
委
さ
れ
」
て
い
て
、
村

長
が
学
校
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
の
だ
が
、
十
分
に
手
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
「
沖
縄
県
庁
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
」
そ

の
願
い
が
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。
村
長
が
上
機
嫌
に
な
っ
た
の
も
当
然
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

上
機
嫌
で
登
庁
し
た
村
長
を
訪
ね
て
き
た
の
は
、
村
長
が
「
酒
造
り
を
頼
ん
で
あ
っ
た
」
長
嶺
爺
さ
ん
で
あ
る
。
村
長
が
、
「
畑
仕

事
は
ど
う
で
す
か
」
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
今
年
は
下
大
豆
（
げ
だ
い
ず
）
も
小
麦
も
順
調
だ
が
、
吉
川
（
ゆ
す
か
）
の
屋
真
（
や
ま
）

に
は
か
な
わ
な
い
と
い
い
、
彼
の
話
に
な
っ
て
い
く
。
彼
は
、
お
産
が
近
い
嫁
の
カ
マ
ド
が
男
の
子
を
産
ま
な
い
と
い
っ
て
折
檻
す
る

の
で
、
そ
れ
を
な
だ
め
る
の
に
、
一
苦
労
し
た
、
と
い
っ
た
話
を
し
た
あ
と
、
「
酒
垂
り
（
し
ゃ
き
た
り
）
」
を
見
に
い
か
な
い
か
と
村

長
を
さ
そ
い
、
行
っ
た
先
で
味
見
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
午
前
十
一
時
ご
ろ
だ
が
、
村
長
と
爺
さ
ん
の
二
人
は
座
敷
に
上
が
っ
て
」

呑
み
始
め
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

作
品
の
は
じ
め
の
部
分
を
、
幾
分
こ
ま
か
く
紹
介
し
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
、
島
が
、
簡
単
に
行
き
来
で
き
る
よ

う
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
孤
島
で
あ
る
こ
と
、
も
め
ご
と
と
言
っ
て
も
、
男
の
子
を
産
ま
な
い
妻
に
夫
が
や
つ
あ
た
り
し
て
い
る
と
い
っ

た
程
度
で
、
い
た
っ
て
の
ん
び
り
し
た
島
で
あ
る
こ
と
が
、
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

作
者
は
、
も
ち
ろ
ん
、
想
像
上
の
島
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
多
良
間
の
よ
う
だ
が
多
良
間
で
は
な
い
と
い
っ
た
作
者
自
身

の
島
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
譜
久
村
は
、
そ
う
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
実
在
す
る
島
を
扱
っ
て
い
る
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の
だ
が
、
実
在
し
て
い
る
島
を
扱
う
か
ら
と
い
っ
て
、
島
を
そ
の
ま
ま
映
し
だ
し
て
い
く
だ
け
で
、
小
説
に
な
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
工
夫
の
一
つ
が
、
ま
ず
村
長
さ
ん
を
前
景
化
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

数
か
月
ぶ
り
に
届
く
手
紙
、
下
大
豆
や
小
麦
と
い
っ
た
農
作
物
、
男
の
子
を
産
ま
な
い
と
い
っ
て
妻
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
男
、
そ
し

て
自
家
製
の
酒
を
造
り
、
目
の
前
に
あ
る
海
で
と
れ
た
タ
コ
の
燻
製
を
肴
に
し
て
、
酒
盛
り
を
昼
前
か
ら
は
じ
め
て
し
ま
う
、
と
い
っ

た
村
長
さ
ん
を
中
心
に
し
た
描
写
は
、
ま
ち
が
い
な
く
島
の
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

作
者
は
そ
の
あ
と
、
村
長
を
上
機
嫌
に
し
た
校
長
の
着
任
歓
迎
会
の
模
様
を
描
い
て
い
く
。

歓
迎
会
は
、
村
長
の
挨
拶
で
始
ま
る
。
そ
し
て
乾
杯
の
あ
と
、
校
長
の
着
任
挨
拶
に
な
る
。
校
長
は
、
ま
ず
、
こ
の
島
に
赴
任
と
決

ま
っ
た
と
き
、
「
島
流
し
さ
れ
た
と
落
胆
し
た
」
と
い
い
、
こ
の
島
に
着
い
た
時
に
も
そ
う
感
じ
た
、
と
話
を
き
り
だ
す
。

「
島
流
し
」
は
、
多
良
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
承
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
『
た
ら
ま
島　

孤
島
の
民
俗
と
歴
史
』

（
昭
和
四
十
八
年
五
月
）
に
よ
る
と
、
「
平
敷
屋
朝
敏
が
安
謝
港
で
死
刑
さ
れ
た
事
件
は
、
史
上
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
、
長
男
の

朝
良
は
多
良
間
島
に
、
次
男
は
与
那
国
に
、
三
男
は
水
納
島
に
流
刑
さ
れ
た
。
三
男
は
幼
少
で
も
あ
っ
た
の
で
、
多
良
間
島
の
長
男
が

ひ
き
と
っ
て
養
育
し
た
が
、
夭
折
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
／
朝
良
は
ナ
カ
ッ
ト
（
嵩
原
家
）
の
嫁
を
と
っ
て
一
家
を
た
て
た
」
と
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
子
孫
及
び
そ
の
関
係
者
が
葬
ら
れ
た
墓
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
。
多
良
間
は
流
刑
地
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
た
島

で
あ
っ
た
。

校
長
の
着
任
挨
拶
は
、
島
に
伝
わ
る
古
事
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
形
で
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
に
包
ま
れ
た
島
で
あ
る
だ

け
で
な
く
「
六
か
月
ぶ
り
に
親
類
や
友
人
の
手
紙
が
ど
っ
と
届
い
た
」
と
い
っ
た
孤
島
へ
の
赴
任
は
、
校
長
な
ら
ず
と
も
、
都
落
ち
の

感
を
深
く
し
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
校
長
の
挨
拶
は
、
島
流
し
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
で
あ
る
と
い
っ
た
話
だ
け
で
、
終
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わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

そ
の
あ
と
で
、
道
路
に
落
ち
て
い
る
鎌
を
拾
っ
た
子
供
が
、「
そ
の
鎌
の
柄
を
紐
で
く
く
り
」
木
の
枝
に
ぶ
ら
提
げ
る
の
を
見
た
こ
と
、

年
配
の
農
夫
が
、
そ
の
鎌
を
見
つ
け
、
お
し
頂
い
て
い
た
こ
と
、
話
を
聞
く
と
、
「
昔
か
ら
の
習
慣
で
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
、
さ
ら

に
出
会
う
人
ご
と
に
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
の
を
見
て
「
一
躍
、
良
い
島
に
来
た
と
思
う
」
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、「
美
し
い
心
の
方
々

と
共
に
生
活
す
る
の
は
、
思
っ
た
だ
け
で
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
、
締
め
く
く
っ
て
い
た
。

こ
こ
ま
で
の
概
略
で
、
作
品
の
背
景
を
な
す
島
の
様
子
が
あ
ら
か
た
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
も
う
少
し
、
作
品
の

展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。

島
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
ひ
ろ
い
上
げ
て
い
く
と
、

（
1
）
歓
迎
会
の
翌
日
、
吉
川
屋
真
の
家
で
、
安
産
祈
願
が
行
わ
れ
る
。

（
2
）
三
月
に
な
る
と
、
小
学
校
の
卒
業
式
と
終
業
式
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
後
、

（
3
）
学
籍
簿
の
記
載
の
話
。

（
4
）
言
葉
の
問
題
。

（
5
）
島
の
呼
称
に
関
す
る
古
事
。

（
6
）
上
納
の
話
。

（
7
）
小
学
校
の
新
築
に
関
す
る
集
会
。

（
8
）
神
山
の
福
木
を
切
る
話
し
合
い
。
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（
9
）
サ
ニ
ツ
の
行
事
。

（
10
）
子
守
り
の
話
。

（
11
）
台
風
の
来
襲
。

（
12
）
密
航
者
の
上
陸
。

（
13
）
校
長
住
宅
新
築
の
話
。

（
14
）
春
雷
。

（
15
）
ウ
プ
リ
。

（
16
）
ア
サ
リ
。

（
17
）
ア
ダ
ン
林
で
の
こ
と
。

（
18
）
小
学
校
校
舎
の
完
成
。

（
19
）
「
あ
だ
ん
や
ー
ぬ
あ
ず
」
大
合
唱
。

と
い
っ
た
よ
う
に
な
る
。

作
品
は
、
そ
の
よ
う
に
一
九
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
つ
な
い
で
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
作
品
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
る
と
い
っ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
、（
４
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、

多
良
間
を
語
る
場
合
、
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
宮
古
本
島
か
ら
や
っ
て
き
た
村
長
さ
ん
と
東
京
か
ら
や
っ

て
き
た
校
長
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
多
良
間
の
言
葉
に
つ
い
て
の
場
面
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
話
は
、
柳
田
国
男
が
「
言
語
生
活
の
指
導
」

で
語
っ
て
い
た
「
多
良
間
島
の
一
秀
才
の
話
」
を
、
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
作
者
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
と
く
に
触
れ
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て
な
い
が
、
村
長
さ
ん
や
校
長
以
上
に
、
島
を
出
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
は
、
言
葉
で
苦
労
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
（
10
）
の
小
学
校
二
年
生
で
「
子
守
り
」
役
を
勤
め
る
女
の
子
の
話
、
（
11
）
の
「
海
鳴
り
」
の
話
な
ど
は
と
り
た
て
て
島
を

誇
る
よ
う
な
慣
習
、
伝
承
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

作
品
は
、
島
の
生
活
を
こ
ま
ご
ま
と
照
ら
し
出
し
て
い
く
中
で
、
小
学
校
の
校
舎
建
築
と
い
う
大
切
な
計
画
が
進
行
し
て
い
く
様
子

を
描
い
て
い
く
。
小
学
校
の
校
舎
建
設
に
つ
い
て
は
史
実
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
作
品
は
、
史
実
そ
の
ま
ま
を
描
い
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
。

多
良
間
尋
常
小
学
校
は
明
治
二
八
年
度
、
始
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
す
。
『
多
良
間
村
史
』
を
見
る
と
、
卒
業
生
を
出
し
た
も
の
の

そ
の
「
校
舎
は
茅
葺
で
雨
が
降
れ
ば
漏
り
、
台
風
が
来
れ
ば
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
や
ら
吹
き
倒
さ
れ
る
や
ら
で
修
理
の
繰
り
返
し

と
な
り
、
敷
地
は
低
い
た
め
に
雨
後
は
水
溜
ま
り
や
泥
が
多
く
、
不
自
由
極
ま
る
状
態
に
あ
っ
た
」
こ
と
で
、「
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
五
月
赴
任
し
た
進
藤
栄
訓
導
は
そ
の
状
態
を
身
を
も
っ
て
知
り
、
職
員
に
諮
り
、
村
頭
伊
良
皆
春
応
、
村
雇
下
地
春
敷
、
美
里
春
仁
、

学
務
委
員
渡
久
山
春
知
、
勧
業
委
員
上
地
玄
常
、
津
嘉
山
春
祐
、
駐
在
巡
査
森
弥
兵
衛
、
そ
の
他
の
有
志
、
二
才
頭
等
を
交
え
て
協
議

し
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
か
ら
校
舎
改
築
の
請
願
を
繰
り
返
し
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
か
ら
材
木
伐
採
工
事
を
起
こ
し
、

元
塩
川
村
番
所
跡
第
一
番
地
に
校
舎
建
設
を
開
始
し
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
九
日
瓦
葺
き
校
舎
が
落
成
し
、
一
九
日
に
落

成
式
を
兼
ね
御
真
影
奉
戴
式
を
挙
行
し
た
」
（
『
多
良
間
村
史　

第
一
巻
通
史　

島
の
あ
ゆ
み
』
平
成
十
二
年
三
月
）
と
あ
る
。

新
校
舎
の
建
築
が
、
進
藤
栄
校
長
の
着
任
後
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
史
実
そ
の
儘
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
の
村
頭
は
、
作
品
に
登

場
し
て
い
た
佐
久
田
昌
章
で
は
な
か
っ
た
。
佐
久
田
は
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
、
す
な
わ
ち
大
正
二
年
か
ら
大
正
五
年
ま

で
務
め
た
村
長
で
あ
る
。
実
際
は
伊
良
皆
春
応
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
伊
良
皆
で
は
な
く
、
佐
久
田
昌
章
に
な
っ
て
い
て
、
史
実
と
は
異

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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な
ぜ
史
実
を
変
え
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
、
こ
こ
に
は
あ
っ
た
。
作
者
が
、
史
実
を
ま
げ
て
、
あ
え
て
佐
久
田
を
登
場
さ
せ
た

の
は
何
故
か
。
史
実
を
探
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
出
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
創
作
の
秘
密
も
あ
っ
た
。

作
者
が
、
村
長
を
時
の
村
頭
伊
良
皆
で
は
な
く
、
後
の
佐
久
田
昌
章
に
し
た
の
は
、
佐
久
田
が
「
行
政
の
傍
ら
、
青
年
指
導
に
も
力

を
入
れ
、
二
五
才
以
上
の
青
年
で
、＜

感
化
会＞

な
る
も
の
を
発
足
さ
せ
た
り
、
青
年
の
士
気
高
揚
の
た
め＜

多
良
間
村
青
年
歌＞

を

作
っ
て
指
導
し
た
り
し
た
。
就
任
以
来
お
よ
そ
三
年
、
村
の
基
礎
づ
く
り
の
た
め
に
懸
命
に
つ
く
し
た
」
（
『
市
史
』
前
出
）
と
い
っ
た
、

村
民
を
、
積
極
的
に
動
か
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
よ
う
。
小
さ
な
島
で
、
何
か
を
実
践
し
て
い
く
上
で
う
っ
て
つ
け
の

人
物
だ
っ
た
と
み
た
こ
と
に
あ
る
か
と
思
う
。

ま
た
、
新
校
舎
建
築
は
、
先
に
触
れ
た
通
り
、
明
治
三
三
年
か
ら
始
ま
り
、
明
治
三
五
年
に
落
成
し
て
い
る
。
落
成
式
に
つ
い
て
『
琉

球
教
育
』
（
明
治
三
十
五
年
五
月
、
第
七
拾
四
号
）
は
、「
宮
古
郡
多
良
間
尋
常
小
学
校
開
校
式
」
の
見
出
し
で
「
そ
の
景
況
左
の
如
し
」

と
し
て
式
の
進
行
、
住
民
の
協
力
等
に
つ
い
て
報
じ
て
い
た
。
ま
た
、
明
治
三
四
年
一
二
月
一
一
日
付
『
琉
球
新
報
』
に
は
、
「
多
良

間
島
学
事
一
般
（
進
藤
栄
）
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

余
が
赴
任
の
当
時
は
人
民
多
く
は
教
育
の
何
た
る
を
弁
せ
ず
世
の
開
明
に
赴
く
を
知
ら
す
専
ら
守
旧
の
風
あ
り
き
而
し
て

其
校
舎
は
明
治
二
十
四
年
平
良
分
校
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
矮
小
の
茅
屋
に
（
阿
旦
木
の
柱
に
薄
き
萱
の
屋
根
）
□
其
後

二
十
六
年
独
立
尋
常
校
と
な
り
た
る
も
依
然
旧
態
を
改
め
ず
加
ふ
る
に
敷
地
は
村
中
の
凹
所
な
れ
ば
降
雨
の
際
は
校
の
内
外
雨

水
の
為
め
浸
さ
る
ゝ
こ
と
二
三
尺
に
も
上
る
こ
と
あ
り
剰
さ
へ
暴
風
吹
け
ば
全
棟
倒
る
ゝ
こ
と
屡
々
な
る
よ
り
島
民
の
之
か
改

築
修
繕
に
苦
心
す
る
こ
と
少
な
か
ら
す
年
々
為
め
に
要
す
る
に
人
夫
実
に
幾
千
人
の
多
き
に
上
れ
り
身
を
育
英
に
託
す
る
も
の

誰
か
斯
る
有
様
を
座
視
し
得
へ
き
や
余
は
於
之
自
ら
乏
し
き
を
も
省
み
ず
挺
身
校
舎
新
築
の
挙
に
従
は
ん
こ
と
を
以
て
期
す
る
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こ
と
ゝ
せ
り

記
事
は
そ
の
あ
と
に
「
一
郡
財
政
の
困
難
な
る
よ
り
急
に
其
機
運
に
至
ら
さ
り
し
も
」
と
続
け
て
い
て
、
財
政
面
で
の
問
題
等
が
あ
っ

て
、
す
ぐ
に
新
築
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
進
藤
校
長
が
、
赴
任
当
時
か
ら
、
最
悪
な
教
育
環
境
を
座
視
で

き
ず
「
校
舎
新
築
の
挙
に
従
は
ん
」
と
決
意
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
『
琉
球
教
育
』
（
明
治
三
〇
年
七
月
三
十
日
、
第
十
九
号
）

に
発
表
し
た
「
修
身
教
育
の
実
験
に
就
き
て
」
の
な
か
で
、
数
え
歌
の
有
効
性
を
説
く
と
同
時
に
、
「
多
良
間
的
一
小
島
の
卑
見
の
み
」

と
し
な
が
ら
自
作
を
掲
げ
、
そ
の
八
「
公
益
」
で
「
八
ツ
ト
ヤ　

や
が
て
開
け
む
、
宮
古
島
〳
　〵

い
つ
迄
頑
固
で
、
済
む
者
か
〳
〵
」

と
う
た
い
、
村
民
の
啓
発
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
知
れ
ば
、
あ
え
て
史
実
に
よ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

新
任
校
長
の
「
育
英
に
託
す
る
も
の
誰
か
斯
る
有
様
を
座
視
し
得
へ
き
や
」
と
い
う
思
い
を
重
視
す
れ
ば
、
史
実
は
二
の
次
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
い
い
。

明
治
三
五
年
の
出
来
事
を
、
明
治
三
一
年
に
し
た
の
は
、
し
か
し
、
単
に
村
頭
の
手
腕
や
校
長
の
意
向
と
い
っ
た
個
人
的
な
問
題
か

ら
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
社
会
的
な
動
き
や
教
育
の
変
革
と
い
っ
た
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

明
治
三
一
年
七
月
一
九
日
付
『
琉
球
新
報
』
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
。

　

明
治
三
十
年
の
本
県
学
事
の
状
況
を
見
る
に
其
事
項
の
重
要
な
る
者
は
、
初
等
教
育
に
関
し
て
は
、
新
設
公
立
小
学
校
に
、

両
陛
下
の
御
真
影
の
複
写
及
教
育
に
関
す
る
勅
語
謄
本
を
拝
載
せ
し
め
各
郡
区
小
学
校
設
置
区
域
を
改
正
し
て
就
学
児
童
の
通

学
に
便
な
ら
し
め
且
管
理
周
到
訓
育
慇
篤
を
期
す
る
為
、
校
舎
新
築
改
築
の
場
合
に
於
て
は
、
成
る
べ
く
一
校
内
に
お
け
る
児
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童
数
凡
そ
十
学
級
を
越
え
ざ
ら
し
む
る
こ
と
に
し
、
（
中
略
）
就
学
児
童
の
数
、
日
に
月
に
多
を
加
へ
、
校
舎
に
狭
隘
を
告
げ

本
年
中
新
築
或
は
改
築
、
増
築
せ
し
も
の
十
二
校
、
分
教
場
を
設
置
し
た
る
も
の
六
個
な
り
。

明
治
三
〇
年
に
は
、
そ
の
よ
う
に
、
校
舎
の
新
築
、
改
築
、
増
築
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
同
年
三
月

二
九
日
公
布
さ
れ
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
「
沖
縄
県
間
切
島
吏
員
規
程
」
、
翌
三
一
年
一
二
月
二
〇
日
公
布
さ
れ
た
「
沖
縄
県
間
切

島
制
」
に
よ
る
地
方
自
治
制
度
の
改
革
に
よ
り
「
間
切
島
は
そ
の
決
議
機
関
た
る
間
切
会
・
島
会
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
予
算

協
議
会
よ
り
一
歩
前
進
し
た
自
治
機
関
と
な
っ
た
」
（
『
沖
縄
県
史　

別
巻　

沖
縄
近
代
史
辞
典
』
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
社
会
が
大
き

く
動
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
動
き
に
合
わ
せ
る
か
た
ち
を
、
作
品
は
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

史
実
と
異
な
る
と
い
う
点
で
は
、
さ
ら
に
際
立
っ
た
場
面
が
あ
っ
た
。

新
校
舎
の
建
築
が
計
画
さ
れ
、
そ
れ
に
必
要
な
物
資
が
運
ば
れ
て
き
た
船
に
密
航
者
が
乗
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
校
長
の
姪
で
あ
っ
た

と
い
う
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
だ
が
、
た
ぶ
ん
、
史
実
に
は
記
さ

れ
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。

作
者
が
少
々
の
破
綻
を
恐
れ
ず
女
性
の
密
航
者
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
作
品
に
、
島
の
若
者
た
ち
の
友
情
や
恋
を
織
り
込
み
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
、
よ
そ
者
を
排
斥
し
が
ち
で
あ
る
と
み
ら
れ
が
ち
な
孤
島
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
示
す
た
め
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

譜
久
村
は
「
阿
母
島
」
を
、
『
日
本
残
酷
物
語　

貧
し
き
人
々
の
群
れ
』
の
冒
頭
に
あ
る
、
水
納
島
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
の
要

約
か
ら
は
じ
め
て
い
た
。
島
の
故
事
に
、
「
貧
し
さ
ゆ
え
に
、
船
の
遭
難
を
願
い
、
難
破
す
れ
ば
積
荷
を
略
奪
し
て
生
活
の
糧
に
し
た
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と
い
う
、
悲
惨
な
む
か
し
話
」
が
あ
り
、
島
の
東
部
に
は
そ
の
「
祈
願
所
跡
が
あ
っ
て
、
外
来
者
に
見
せ
る
の
は
タ
ブ
ー
で
あ
る
」
と

聞
い
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
10
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
「
阿
母
島
」
だ
、
と
し
て
い
た
。

譜
久
村
が
「
阿
母
島
」
を
、
水
納
島
に
関
わ
る
話
か
ら
始
め
て
い
た
の
は
、
水
納
島
の
人
々
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
多
良
間
島

を
、
「
お
母
さ
ん
」
の
意
で
あ
る
「
あ
ん
な
し
ま
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

多
良
間
は
、
水
納
島
か
ら
す
る
と
確
か
に
母
島
を
意
味
す
る
「
阿
母
島
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
「
阿
母
島
」
も
、
水

納
島
の
古
事
に
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
貧
し
か
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
作
品
を
『
日
本
残

酷
物
語　

貧
し
き
人
々
の
群
れ
』
の
水
納
島
に
関
す
る
要
約
か
ら
始
め
た
の
も
、
そ
う
思
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
「
貧
し
さ

ゆ
え
」
の
物
語
に
は
、
島
は
事
欠
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
阿
母
島
」
は
、
そ
の
よ
う
な
話
は
一
切
消
さ
れ
、
外
来
者
を
快
く
迎
え
入
れ
、
協
力
し
て
い
く
村
人
た
ち
の
活
気
に
み

ち
た
話
に
し
て
い
た
。

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
先
に
挙
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
見
ら
れ
る
が
、
最
も
活
気
に
満
ち
た
一
齣
が
、
校
舎
新
築
に
関
す
る
話
し
合

い
の
場
面
で
あ
る
。
村
の
有
志
が
集
ま
っ
た
場
で
、
渡
久
山
長
老
が
「
村
長
さ
ん
、
校
長
先
生
、
は
じ
め
に
云
う
の
じ
ゃ
が
、
わ
し
ら

は
県
庁
の
力
を
借
り
ん
こ
と
に
き
め
ま
し
た
よ
」
と
い
う
。
こ
の
発
言
こ
そ
、
島
が
元
気
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
こ
に
、
作
者
が
、
こ
の
作
品
に
込
め
た
意
図
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
し
、
あ
え
て
史
実
を
ま
げ
た
理
由
も
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

渡
久
山
長
老
の
言
葉
は
、
「
佐
久
田
村
長
と
進
藤
校
長
の
考
え
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
っ
た
」
と
作
者
は
書
い
て
い
た
。

村
民
の
指
導
に
積
極
的
だ
っ
た
村
長
も
教
育
環
境
の
改
革
に
身
を
投
じ
た
校
長
も
、
県
庁
を
頼
み
に
し
て
い
た
。
彼
ら
の
交
渉
は
実
を

結
ん
だ
と
い
っ
て
い
い
が
、
そ
れ
は
、
渡
久
山
長
老
た
ち
、
村
の
有
志
の
意
に
か
な
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
渡
久
山
長
老
は
、
県
庁
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の
力
は
借
り
な
い
と
い
っ
た
あ
と
「
だ
い
た
い
二
千
五
百
円
の
金
を
使
う
て
、
松
材
じ
ゃ
と
、
カ
ヤ
葺
き
じ
ゃ
と
、
そ
れ
に
土
間
と
は

何
じ
ゃ
。
あ
ま
り
に
多
良
間
を
馬
鹿
に
し
と
る
。
そ
ん
な
死
金
を
使
う
連
中
の
助
け
は
借
ら
ん
で
も
よ
い
。
と
ま
あ
、
こ
う
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
じ
ゃ
。
だ
け
ど
、
心
配
せ
ん
で
え
え
、
学
校
は
建
て
に
ゃ
な
ら
ん
。
わ
し
ら
の
方
で
や
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
わ
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
村
民
の
協
力
で
、
校
舎
は
立
派
に
建
て
ら
れ
、
落
成
式
を
迎
え
、
落
成
を
祝
う
歌
が
歌
わ
れ
、
作
品
は
大
団
円
を
迎
え
る
。

大
切
な
の
は
、
渡
久
山
長
老
の
言
葉
が
、
新
校
舎
建
設
を
め
ぐ
る
話
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
状

況
を
切
り
開
く
た
め
の
言
葉
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
す
ぐ
に
政
府
に
泣
き
つ
く
。
そ

ん
な
こ
と
は
や
め
ろ
、
と
。
要
求
通
り
に
い
か
な
い
の
な
ら
自
ら
た
ち
あ
が
る
し
か
な
い
と
考
え
た
、
渡
久
山
長
老
た
ち
村
民
の
決
断

を
見
ろ
、
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

進
藤
校
長
と
佐
久
田
村
頭
に
出
来
た
の
は
、「
県
庁
」
を
動
か
し
て
、「
許
可
」
を
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
与
え
ら
れ
た
「
金
」
で
、

事
を
行
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
村
民
は
、
そ
れ
で
よ
し
と
し
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
進
藤
校
長
、
佐
久

田
村
長
に
よ
っ
て
動
き
出
し
た
校
舎
新
築
計
画
は
、
や
が
て
彼
ら
の
思
い
を
は
る
か
に
こ
え
て
、
村
民
を
団
結
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
さ
い
島
で
も
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
に
譜
久
村
は
、
力
点
を
お
い
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
。
譜
久
村

は
「
阿
母
島
」
だ
け
で
な
く
、
「
阿
母
島
」
に
収
め
た
作
品
の
全
部
を
、
多
良
間
と
関
わ
る
か
た
ち
で
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
小
さ
な

島
に
彼
が
固
執
し
た
の
は
、
小
さ
な
島
こ
そ
、
人
間
の
あ
り
よ
う
、
生
き
方
を
鮮
明
に
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
考
え
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
史
実
に
あ
る
こ
と
を
、
史
実
通
り
に
で
は
な
く
描
い
て
い
く
自
在
さ
が
、
譜
久
村
雅
捷
の
「
阿
母
島
」
の
魅
力
で
あ
る

と
同
時
に
、
そ
れ
が
で
き
た
と
こ
ろ
に
、
島
の
文
学
の
魅
力
も
あ
っ
た
。

最
後
に
、
一
つ
だ
け
、
補
足
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
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「
阿
母
島
」
は
、
す
ぐ
に
わ
か
る
通
り
、
実
在
の
島
「
多
良
間
島
」
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
先
に
示
し
た

十
九
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
多
良
間
島
」
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
書
き
落
と
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。
島
に
伝
わ
る
「
八
月
踊
り
」
で
あ
る
。

「
八
月
踊
り
」
に
つ
い
て
は
、
永
積
安
明
の
『
沖
縄
離
島
』
に
詳
し
い
。
永
積
は
そ
こ
で
、
「
毎
年
旧
八
月
に
な
る
と
、
二
つ
の
字
の

幹
事
が
集
っ
て
、
祭
り
の
日
ど
り
を
き
め
練
習
が
始
め
ら
れ
る
」
こ
と
か
ら
、
第
一
日
目
の
儀
式
、
第
二
日
目
の
儀
式
、
三
日
目
の
「
わ

か
れ
の
ひ
」
の
最
終
日
ま
で
、
「
予
行
演
習
の
日
を
あ
わ
せ
て
四
日
間
に
わ
た
る
豊
年
祭
」
の
式
た
り
を
述
べ
、
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て

い
く
演
目
、
お
よ
び
、
演
目
の
来
歴
に
及
ん
で
い
く
が
、
そ
の
前
に
「
予
行
演
習
の
日
を
あ
わ
せ
て
連
日
四
日
間
、
島
を
あ
げ
て
の
祭

典
が
終
り
を
告
げ
る
と
き
、
旧
八
月
の
月
が
福
木
の
葉
の
密
生
し
た
繁
み
の
間
を
洩
れ
て
踊
り
場
に
注
ぎ
、
神
々
は
村
び
と
の
奉
納
を

よ
み
し
、
豊
年
は
感
謝
さ
れ
予
祝
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
村
中
の
老
若
男
女
を
あ
げ
て
の
交
歓
・
祭
典
は
、
め
で
た
く
そ
の
幕
を
と
じ

る
の
で
あ
る
」
と
、
書
い
て
い
た
。

多
良
間
島
に
と
っ
て
、
「
八
月
踊
り
」
は
、
ま
さ
に
島
の
「
祭
典
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
阿
母
島
」
は
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
触
れ
る
こ
と
を
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

何
故
か
。
「
八
月
踊
り
」
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
他
の
十
九
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
る
。
島
を
二
分
し
て
行
わ
れ
る
島
最
大
の
「
祭
典
」
で
あ
る
「
八
月
踊
り
」
を
、
加
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
主
題
の
拡
散
と

い
っ
た
問
題
が
起
こ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
校
舎
建
設
と
い
う
住
民
の
総
意
に
な
る
活
動
が
か
す
ん
で
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
八
月
踊
り
」
は
、
見
送
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、「
阿
母
島
」

が
、
「
多
良
間
島
」
の
習
俗
を
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

理
想
の
孤
島
と
で
も
い
っ
て
い
い
物
語
、
そ
れ
を
目
指
し
た
の
が
「
阿
母
島
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。


